
【解説・解答】

３けたのかけられる数□□□をＡ、２けたのかける数□□をＢとします。

では、Ａの百の位に入るのは２、４、８のどれでしょうか。
まず、２ですが、Ｂの一の位に一番大きな９を入れて２００をかけても３６□□になりま
せんので、２ではありません。
次に、４です。３６００≦４□□（Ａ）×□（Ｂ）≦３６９９となり、Ａの□□は０から
９９までの数字が入るので、Ｂの一の位は８か９だとわかります。８だとするとＡは４５
０以上ということになりますが、Ｂの十の位は４なので、４５０×４０＝１８０００とな
り１６□□０になりません。したがって、Ｂの一の位は９です。これでＢが４９と分かっ
たところで、合計２０１３□÷４９をしてみると、割り切れるのは２０１３９の時で、Ａ
は４１１とわかります。最後に４１１×４９を計算すれば□は全て埋まります。
ちなみに、Ａの百の位に８を入れても３６□□になりませんので、８ではないとわかりま
す。

もし、４だとすると、４６□□＋１６□□０≧２０６００となるはずなので、３とわかり
ます。

まず、□６□□の千の位を考えます。縦に見ると□＋１６＝２０なので、百の位からの繰
り上がりも考えると、千の位は３か４だとわかります。

ここで、１６□□０を見てみましょう。ある数とある数をかけて１６になるのは、２×８
か４×４か８×２のいずれかです。
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